
新機能リスト 

この資料では、以前のバージョンでは使用できなかった、InfoWorks® ICM 2024.0 に新しく導入され

た追加機能、改良点について説明します。 

※が付与されている新機能にアクセスするには、お使いのデータベースを v2024.0 へ更新する必要があ

ります。 

InfoWorks ICM v2024.0 は、クラウド機能をはじめとして、多くの革新的な機能が搭載されたバージ

ョンとなります。ご意見やフィードバックがあれば、弊社江守情報までお申し付けください。 

クラウドマスターデータベースの追加 

InfoWorks ICM の Autodesk サブスクリプションライセンス をお持ちの場合、ICMの主な機能を用い

る際に、クラウドベースの SaaS 機能をお使いいただけるようになりました。 

クラウド上に直接保存できる、新しいデータベースタイプが追加されました。クラウドデータベースは、ワークグ

ループサーバーにアクセスする必要なく、ワークグループの全機能を備えています。 

スタンドアロンおよびワークグループのマスターデータベース（ヘルプ内では「オンプレミス」マスターデータベー

スと総称されるようになりました）は、Autodesk サブスクリプションまたは Innovyze のライセンスを保

有する全ユーザーが引き続き利用できます。 

クラウドおよびオンプレミスのマスターデータベースの使用に関する詳細については、 Master Database 

のトピックをご覧ください。 

InfoWorks ICMに慣れている場合、クラウドデータベースで作業する際の若干の違いについてお気付き

になるかもしれません。これらの違いの詳細については、 Differences Between Working with 

Cloud and On-premise Master Databases トピックにてご覧いただけます。 

 

 

 

 



ウェブポータルによるクラウドデータベースの管理が可能に 

クラウドデータベースは、「ファイル」 > 「マスターデータベースの管理」 > 「Cloud database 

management」オプションを使用してアクセス可能な、Info360 モデル管理ウェブポータルから容易に

管理することが可能です。クラウドデータベースの名前は変更することが可能です。さらに、十分な権限が

あれば、削除、復旧、バックアップ、復元が可能です。 

クラウドシミュレーションが可能に 

クラウドデータベースからのシミュレーションは、クラウド上で実行されます。クラウドシミュレーションは並列に

分散され、ネットワークのタイプと入力パラメータに基づいてクラウドリソースが選択され、最適なシミュレーシ

ョンパフォーマンスが提供されます。 

 「開く／作成する」 ダイアログの追加 

開く、作成する、更新する、または ID を取得するデータベースのタイプを簡単に選択できるよう、新しい 

「開く/作成」 ダイアログが InfoWorks ICM に追加されました。データベースのタイプを選択すると、選

択したタイプに関連する 「マスターデータベースを開く」 ダイアログが表示されます。詳細については、 

「Master Database」 を参照してください。 

 

 

 

https://help.autodesk.com/view/IWICMS/2024/ENU/?guid=GUID-EFC995D0-68E0-437A-B674-897D6B2149D2


ポリゴンオブジェクトに Buildingが追加 ※ 

新しいポリゴンオブジェクト Building が InfoWorks ネットワークで使用できるようになりました。このタイプ

のオブジェクトを使用すると、建物の屋根に降った雨が排水システムに流入したり、あるいはその屋根面に

溜まったりする状況を表現することが可能となります。 

Building に SUDS コントロールを設定することで、排水システムへの降雨流出量に対する SUDS構造

物（屋上緑化等）の効果をモデル化することが可能です。また、性能限界を設定し、限界を上回る流

量は 1Dネットワークにしないようにすることも可能です。この超過分は、システムから失われるようにするこ

とも可能ですし、Building を囲む 2D メッシュ要素へ受け渡すことも可能です。2D メッシュに受け渡され

る場合、メッシュ生成時に Building の境界線はブレークラインとなります。 

Building をメッシュ内の単一要素として定義するかを選択し、Building の 2D メッシュの地面高を調整

することも可能です。さらに、Building に対して空隙率と粗度の定義も可能であり、設定した値は 2D メ

ッシュを作成する際に考慮されます。詳細については、Building のプロパティを参照してください。 

 

ジオプラン内の Buildingは、必要に応じてデフォルトのテーマを編集することが可能です。また「ジオプラン

プロパティとテーマ」 ダイアログの 「表示」 タブにある 「Show subcatchment, building and 2D 

permeable zone drainage arrows」 チェックボックスにチェックをすることで、Building の排水先を

矢印で表示することも可能です。 

Building のシミュレーション結果は、他のオブジェクトと同様にジオプラン上での結果再生や、結果グリッ

ド、プロパティから確認することが可能です。 



湾曲する河川における「横断面端からの堤防構築」について 

 「横断面端から堤防ラインを作成」 オプションを使用し、河川区間リンクの形状に沿って堤防ラインが生

成されるよう選択した場合、使用される頂点の数を最小限に抑えながら、より自然に見えるラインを生成

することで、河川区間リンクから堤防ラインが生成されるようになりました。この改良により、このオプションで

構築される堤防ラインは、以下のようになりました。 

 

堤防は、上流と下流の横断面から線形補間された距離で投影されます。堤防までの横断距離は、河道

中心線が横断面に交差するポイントと堤防側の横断面端のポイント間の距離として計算されます。河道

中心線の頂点に隣接して投影された堤防のポイントは、河道中心線に垂直方向に追加され、外側の曲

がりには、曲線の形状を改善するためにいくつかの面取りのためのポイントが追加される場合があります。

堤防間の距離が非常に狭くなる場合や「三日月湖」のような湾曲する形状は、堤防が交差しないよう切

り取られ構築されます。 

このため、生成された堤防ラインが現実の状態と一致しているかを確認し、必要に応じて堤防の頂点を手

動で変更する必要があります。 

2D浸透モデルに Deficit and Constant Loss モデルが追加 

新しい浸透モデルとして、 「Deficit and Constant Loss」 が浸透地表面(2D)に対して使用できる

ようになりました。このモデルは、HEC-HMS法に基づいており、初期降雨を貯留し、降雨イベントで定義

されている蒸発損失の影響を受ける単一の土壌レイヤーとして地表面を表現します。土壌レイヤーが飽

和容量に達すると、浸透できる状態となります。 

この新しい浸透モデルが使用できるよう、 「DefConLoss」 が浸透地表面(2D)プロパティの浸透タイプ

のドロップダウンに追加されました。選択すると、2 つの新しいプロパティが表示され、土壌レイヤーが飽和し

たときに適用される浸透率を定義するための 「浸透損失係数」 と、土壌レイヤーが保持できる水量を定

義するための 「最大不足量」 を設定することが可能となります。 

https://help.autodesk.com/view/IWICMS/2024/ENU/?guid=GUID-31E59705-3684-427F-8910-A03B515EFB1A


2D浸透を 「Deficit and Constant Loss」 タイプで計算するには、 「initial deficit」 の定義が必

要となります。これは、2D初期条件オブジェクトの新しいフィールドである 「DefConLoss initial 

deficit」 を使用して、定義することが可能です。 

詳細については 「Deficit and Constant Loss Model」を参照してください。 

Legacy Master Database Run ダイアログの追加 

バージョンが最新ではないマスターデータベースのシミュレーションを実行または再実行する際に、新たに 

「Legacy Master Database Run」 の実行ダイアログが表示されるようになりました。最新バージョンで

のみ利用できるエンジンの拡張機能を利用したい場合は、マスターデータベースを最新バージョンに更新す

る必要がある、という内容が警告として表示されます。 

また、今後もこの通知を行うかを選択する 「Notify me of legacy master database runs in 

future」 チェックボックスも含まれています。チェックボックスをオフにすると、その後、このダイアログは表示さ

れなくなります。 

InfoWorks のシミュレーションに使用されるデータベースのバージョンが、ログファイルや SWMM シミュレ

ーションのレポートファイルに含まれるようになりました。 

File Geodatabaseからのネットワークのインポートが可能に 

InfoWorks ICMの 64 ビットバージョンを使用する場合、オープンデータインポートセンターの「File 

Geodatabase」 オプションを使用してネットワークをインポートできるようになりました。このオプションでは

ESRI shapefile (SHP)フォルダがインポートされますが、既存のジオデータベースオプションとは異なり、

ArcGIS™ライセンス無しで使用することが可能です。 

File Geodatabase へのネットワークのエクスポートが可能に 

InfoWorks ICMの 64 ビットバージョンを使用している場合、オープンデータエクスポートセンターの

「File Geodatabase」 オプションを使用してネットワークをエクスポートできるようになりました。このオプシ

ョンは、ジオデータベース内の新規または選択された既存のフィーチャクラスにネットワークデータをエクスポー

トします。既存のジオデータベースオプションとは異なり、ArcGIS™ライセンス無しで使用することが可能で

す。 

 



InfoWorks ネットワークでサポートされていない 2D モデリング オプションの確認 

以前のバージョンでは、 「2Dパラメータ」 ダイアログにて 「適切なカードが使用可能な場合に使用」 オ

プションを選択し 2D計算に GPU カードが使用されるように設定していた場合、InfoWorks ICMは

GPU カードの使用時に、設定された 2D モデリングオプションがサポートされているかどうかをチェックしまし

た。このため、もし対応していない場合には、シミュレーションが失敗していました。新しいバージョンでは、

CPU カードにサポートされていない 2D オプションが選択されていなければ、GPUではなく CPU を用いて

2Dシミュレーションが実行されるようになりました。もし CPU カードに対してもサポートされていない 2D 

オプションを選択している場合は、シミュレーションは失敗します。GPUおよび CPU カードでサポートされて

いない 2D モデリングオプションの内容と、それらの使用を回避する方法については、 「2D Parameters 

Dialog (InfoWorks)」 トピックを参照してください。 

他のネットワークからの変更を合併することが可能に 

ネットワーク間で変更内容を合併し、あるネットワークの変更内容を他のネットワークへコピーできるようにな

りました。これは、共有モデルから分岐を作成し、モデルへの反復的な変更を検討する際に便利です。分

岐したコピーが最終的に完成した後、その変更を親コピーに統合することが可能であり、分岐が作成され

てからの変更も保持されます。この機能は、移動可能データベース内のモデルのコピーを使用する場合で

も機能します。 

 

マスターモデル 

他の人による変更 

分岐バージョン 

新しい変更をマスターモデ

ルの最新バージョンに統合

しつつ、他の人の作業を保

存することも可能 



この新機能が使用できるよう、エクスプローラーウィンドウでネットワークを右クリックしたときに表示されるポッ

プアップメニューに、新しいオプション 「Merge changes from another network」 が追加されまし

た。このオプションを選択すると、新しい 「Merge changes into」 ダイアログが表示され、必要なパラメ

ータを指定して合併を実行することが可能です。 

合併されたオブジェクトのサマリーは、Review Network Merge レポートに表示されます。このレポート

には、合併後に追加、変更、名称変更、または削除されたネットワークオブジェクトが表示されます。また、

プロパティが競合する値を持つネットワークオブジェクト、その現在値と競合する値、および合併されたネット

ワークにどの値を適用するかを選択するオプションも表示されます。 

 「マスターデータベースの設定」 オプションの名称が変更 

 「ファイル」 メニューの 「マスターデータベースの設定」 オプションの名前が 「Master database 

management」 へ変更されました。 

SWMM シミュレーションエンジンが SWMM v5.2.02 へ更新 

SWMM ネットワークのシミュレーションエンジンが SWMM5.2.02 へ更新されました。データベースのバー

ジョンが 2024.0 よりも古いバージョンのデータベースは、引き続き SWMM5.1.15 と一貫性があります。 

ジオデータベースへの時系列および最大値の結果のエクスポートについて 

時系列と最大値の結果は、32 ビットバージョンの InfoWorks ICMでのみジオデータベースにエクスポ

ートできるため、64 ビットバージョンでは、 「結果」 メニューの 「GIS へエクスポート」 オプションと 「最大

値を GISへのエクスポート」 オプションから 「ジオデータベースへ」 オプションが無効となりました。 

ジオデータベースへのネットワークのエクスポートについて 

32 ビットバージョンの InfoWorks ICMでのみ、エクスプローラーウィンドウまたは 「ネットワーク」 メニュ

ーからネットワークをジオデータベースにエクスポートできるため、64 ビットバージョンでは 「ジオデータベース

へエクスポート」 オプションが無効になりました。 

 

https://help.autodesk.com/view/IWICMS/2024/ENU/?guid=GUID-D0ADC1C5-001A-466E-9312-23B61E1F7D30
https://help.autodesk.com/view/IWICMS/2024/ENU/?guid=GUID-B01504D4-6A82-44E8-ADB8-911CA02BD102


AutoCAD DWG ファイルのインポートについて 

AutoCAD DWG ファイルのインポートは、64 ビットバージョンの InfoWorks ICMでのみサポートされ

ます。 

リリースノートについて 

InfoWorks ICM 2024.0 のリリースに伴い、リリースノートがヘルプに組み込まれるようになりました。ま

た、リリースノートには、バグ修正の一覧も含まれるようになりました。 

既知の問題について 

InfoWorks ICM 2024.0 のリリースに伴い、既知の問題がヘルプに組み込まれるようになりました。既

知の制限事項についても含まれるようになりました。 

ヘルプの変更 

以前のバージョンでは、InfoWorks ICM のヘルプは、専用の HTMLヘルプビューアで表示できるコンパ

イル済みヘルプファイル(CHM)としてご提供していました。バージョン 2024では、ウェブブラウザで開くオン

ライン XMLヘルプへ変更となりました。ヘルプへのアクセス方法はこれまでと同様です。InfoWorks 

ICM ヘルプメニューのヘルプトピックオプションを選択するか F1 キーを押すことで、お使いのインターフェース

に適切なヘルプトピックが表示されます。 

 


